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高温ガス炉の設計上や安全上の特徴を考慮した確率論的リスク評価手法確立を目標とした、地震起因によ

る静的機器や構築物の多重故障時における事故シーケンスやソースターム、フラジリティ評価手法開発の

概要、並びに、成果を報告する。 

キーワード：高温ガス炉、確率論的リス

ク評価 

 

１．緒言 東京電力福島第一原子力発電

所事故を受け、原子力プラント安全性向

上に確率論的リスク評価（PRA）活用が

必要である。本研究では、高温ガス炉を

対象に、公衆被ばくの観点から最も厳し

い地震起因の事故シーケンス評価手法

確立を目標とした検討を進めている。 

２．事故シーケンス評価手法の開発 事

故シーケンス分類方法、並びに、機器損

傷の相関を考慮しつつ事故シーケンス

発生頻度評価や重要度解析、不確実さ解

析が可能な地震時システム信頼性評価手法の構築を完了した。 

３．ソースターム評価手法の開発 地震応答解析結果に基づき設定した機器や構築物の損傷形態を考慮可

能なソースターム評価手法や不確実さ因子分析手法の構築を完了した。 

４．フラジリティ評価手法の開発 入力地震動のばらつきや３次元有限要素シミュレーションから得られ

た地震応答に関する３次元効果を考慮可能な地震フラジリティ評価手法の構築を完了した。 

５．実用高温ガス炉への適用性評価 実用高温ガス炉 GTHTR300 [1]ベースとしたモデルプラントのスタン

ドパイプや１次系配管破損を起因事象に、静的機器及び構築物損傷により安全機能喪失が重畳する事故シ

ーケンスについて、図１に示す高温ガス炉 PRA評価体系によりリスクを試算し、開発した手法が安全目標

や性能目標との比較や安全性向上に向けたプラント設計変更の検討へ活用できる目途を得た。 
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図１ 高温ガス炉地震 PRA 評価体系 
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